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正会員数

(9月１日現在)

男性 468名

女性 176名

合計 644名
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令
和
２
年
６
月
23
日
（
火
）
午
後
１

時
よ
り
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

令
和
２
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

会
員
数
６
４
３
名
の
内
、
出
席
会
員

総
数
５
０
２
名
、
内
訳
は
会
場
出
席
会

員
31
名
、
委
任
状
提
出
会
員
４
３
３
名
、

議
決
権
行
使
書
提
出
会
員
38
名
で
し
た
。

今
年
の
定
時
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
危
惧
も
あ
り
、

会
員
ご
自
身
の
健
康
や
安
全
を
最
優
先

し
て
、
委
任
状
又
は
議
決
権
行
使
書
の

活
用
を
ご
考
慮
い
た
だ
い
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

総
会
は
、
以
下
の
案
件
に
つ
い
て
議

事
が
進
め
ら
れ
、
２
件
の
議
事
案
件
に

つ
い
て
、
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま

し
た
。議

事

一
、
報
告
事
項

①
第
１
号
報
告

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
２
年

３
月
31
日
ま
で
の
事
業
報
告
の
件

二
、
決
議
事
項

①
第
１
号
議
案

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
２
年

３
月
31
日
ま
で
の
計
算
書
類
等
の
承

認
の
件

令
和
２
年
度

定
時
総
会
開
催

役
員
の
表
彰

令
和
２
年
度
会
員
表
彰
は
、
次
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
表
彰

式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
役
員
を
継
続
し
て
３
期

以
上
在
任
し
た
も
の
の
う
ち
、
退
任
し

た
方
（
敬
称
略
・
入
会
順
）

増
田

俊
一

会
員
の
表
彰

会
員
表
彰
と
し
て
平
成
22
年
４
月
か

ら
令
和
２
年
３
月
の
10
年
間
で
70
％
以

上
就
業
さ
れ
た
31
名
の
方

（
敬
称
略
・
入
会
順
）

立
石

悦
子

田
部
井

敏
子

尾
川

正
昭

園
田

重
男

太
田

一
雄

古
賀

仁

黒
木

孝
之

岡
林

毅

高
橋

功
司

岡
﨑

秀
子

豊
永

と
し
子

髙
井

眞
次

木
村

光
昭

久
松

淨

西

民
男

栗
林

宅
司

根
津

好
江

小
野

勇

伊
藤

勤

坂
井

悦
子

似
田
貝

進

井
出

光
昭

横
井

勇

富
里

眞
里
子

漆
崎

文
隆

星

昇

当
日
の
写
真

定時総会で挨拶する立石会長

検温・マスク着用と手指の消毒をお願い

松
本

正
典

内
野

高
一

川
田

敏
夫

熊
谷

肇

佐
藤

静
江

続
い
て
令
和
２
年
３
月
現
在
、
そ
れ

以
前
に
５
年
間
継
続
し
て
就
業
し
た
80

歳
以
上
の
９
名
の
方

（
敬
称
略
・
入
会
順
）

松
川

辰
一

前
島

平
久
郎

山
崎

竹
二
郎

中
村

利
子

上
村

鈴
子

山
田

孫
治
郎

栗
林

宅
司

長
谷
川

実

蟹
沢

三
雄

フェースシールドをして受付する理事



第134号 け や き 令和 ２ 年 10 月 発行

3

本
年
度
は
新
春
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
影
響
に
よ
る
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
各
会
議
、
事
業
、

行
事
等
の
中
止
が
余
儀
な
く
さ
れ
現
在

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

間
も
な
く
秋
を
迎
え
よ
う
と
す
る
今

日
こ
の
頃
に
も
、
好
転
の
兆
し
が
見
え

な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
感
染

の
危
険
性
が
ま
だ
続
く
の
で
は
と
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
総
務
委
員
会
は
年
度

内
の
事
業
計
画
に
つ
き
、
次
の
各
行
事

の
中
止
を
誠
に
残
念
な
が
ら
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

【
中
止
と
な
っ
た
年
間
事
業
計
画
】

・
健
康
増
進
事
業
：
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

健
康
の
集
い

・
会
員
交
流
会

・
地
域
班
長
会
議

・
会
員
作
品
展

一
刻
も
早
く
会
員
の
皆
様
方
と
明
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
４
月
～
６
月
ま
で
中
止
し
て
い
た

事
業
及
び
今
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
、
7
月
13
日
（
月
）
に

今
年
度
第
1
回
目
の
事
業
委
員
会
を
開

催
し
て
、
次
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま

し
た
。【

年
間
事
業
計
画
の
再
検
討
】

・
就
業
相
談
：

8
月
18
日
に
感
染
対
策
を
講
じ
て
再

開
。
今
後
は
通
常
ど
お
り
開
催
。

・
新
入
会
員
研
修
会
：

7
月
31
日
に
再
開
。
な
お
中
止
し
て

い
た
期
間
の
入
会
者
に
対
し
て
、
９

月
10
日
（
木
）
に
臨
時
で
２
回
実
施
。

今
後
は
通
常
ど
お
り
開
催
。
ま
た
、

マ
ス
ク
着
用
、
短
時
間
で
の
開
催
、

入
室
人
数
の
制
限
（
６
人
）
等
の
感

染
拡
大
防
止
策
を
と
る
。

・
顧
客
企
業
表
敬
訪
問
（
９
月
予
定
）

と
接
遇
研
修
会
（
11
月
予
定
）
と
事

業
報
告
会
（
２
月
予
定
）
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
の
実
施
を
中
止
と
す
る
。

以
上
、
感
染
防
止
の
た
め
多
く
の
事

業
を
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

事
業
委
員
会

総
務
委
員
会

7
月
10
日
に
今
年
度
第
１
回
の
広

報
委
員
会
を
開
催
し
て
、
令
和
２
年

度
の
年
間
事
業
計
画
を
次
の
よ
う
に

決
定
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
委
員
会
が

主
催
す
る
事
業
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

【
年
間
事
業
計
画
】

・
広
報
誌
「
け
や
き
」
発
行
：

10
月
（
１
３
４
号
）
と
１
月(

１
３
５

号)

の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

会
員
か
ら
の
投
稿
を
中
心
に
親
し

み
や
す
い
記
事
を
掲
載
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
道
路
美
化
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
：

令
和
２
年
秋
に
計
画
し
て
い
た
道

路
美
化
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
中
止
し
ま
す
。
来
年
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
福
祉
祭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
：

令
和
２
年
11
月
８
日
（
日
）
第
43

回
東
大
和
市
福
祉
祭
が
市
役
所
中

庭
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
委
員
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も
中
止
し
ま
す
。

広
報
委
員
会

7
月
21
日
に
今
年
度
第
１
回
の
安

全
委
員
会
を
開
催
し
て
、
令
和
２
年

度
の
年
間
事
業
計
画
を
次
の
よ
う
に

決
定
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
多
く
の
事

業
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

【
年
間
事
業
計
画
】

・
安
全
だ
よ
り
40
号
発
行
：
８
月
済

・
新
入
会
員
研
修
会
：

事
業
委
員
会
と
共
同
で
実
施
済
で

す
。
今
後
の
実
施
形
態
、
内
容
に

つ
い
て
検
討
中
で
す
。

・
健
康
診
断
受
診
調
査
：

昨
年
度
と
同
一
内
容
で
実
施
し
ま

す
。
８
月
に
調
査
依
頼
文
書
を
配

布
済
、
９
月
末
回
収
、
10
月
初
旬

ま
で
に
集
計
の
予
定
で
す
。

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
：

他
セ
ン
タ
ー
の
実
施
状
況
を
調
査

し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
対
応
を
検
討

し
ま
す
。

・
安
全
就
業
標
語
募
集
・
選
定
：

例
年
通
り
の
内
容
で
11
月
～
１
月

に
募
集
し
、
２
月
選
考
と
し
ま
す
。

・
中
止
と
な
っ
た
事
業
：

①
熱
中
症
予
防
講
習
会

②
応
急
救
護
訓
練

③
転
倒
予
防
講
習
会

④
自
転
車
安
全
利
用
講
習
会

安
全
管
理
委
員
会

委
員
会
活
動
の
再
開
に
つ
い
て

今
年
度
の
委
員
会
活
動
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
活
動

中
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
７
月
よ

り
再
開
し
ま
し
た
。
以
下
は
９
月
８
日

現
在
の
計
画
で
、
今
後
状
況
に
よ
っ
て

は
計
画
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

く
、
元
気
に
各
種
行
事
が
出
来
る
日
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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私
は
、
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
東
京
都

練
馬
区
石
神
井
台
（
旧
上
石
神
井
）
に

井
口
家
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

当
時
は
、
藁
ぶ
き
屋
根
の
大
き
な
家

に
家
族
や
叔
父
・
祖
父
と
八
人
で
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
隣
に
新
し

く
家
を
建
て
、
こ
ち
ら
に
来
る
ま
で
の

二
十
年
を
過
ご
し
た
土
地
で
し
た
。

練
馬
と
言
え
ば
、
二
十
三
区
で
も
西

の
は
ず
れ
で
特
に
名
所
・
旧
跡
と
い
っ

た
誇
れ
る
も
の
は
無
く
、
石
神
井
は
特

に
田
舎
で
、
周
り
は
農
家
が
点
在
し
、

畑
や
芝
生
ば
か
り
で
、
そ
こ
が
私
た
ち

の
遊
び
場
で
し
た
。
野
球
や
チ
ャ
ン
バ

ラ
、
か
く
れ
ん
ぼ
等
で
、
近
所
の
仲
間

と
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

出
か
け
る
時
は
、

西
武
新
宿
線
の
武

蔵
関
駅
か
池
袋
線

の
大
泉
学
園
駅
ま

で
、
バ
ス
に
乗
り

都
会
に
出
ま
し
た
。

名
物
は
有
名
な

（
練
馬
大
根
）
で
、

起
源
は
徳
川
五
代

将
軍
綱
吉
が
奨
励

し
て
作
ら
せ
た
と

言
わ
れ
て
お
り
、

私
の
ふ
る
さ
と
（
練
馬
区
）

沢
庵
漬
け
発
祥
の
地
で
も
あ
る
そ
う

で
す
。
周
り
の
畑
で
も
必
ず
作
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

観
光
で
は
、
石
神
井
公
園
が
有
名

で
、
ボ
ー
ト
が
乗
れ
る
石
神
井
池
は
、

魚
釣
り
で
よ
く
遊
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
隣
に
あ
る
三
宝
寺
池
は
湧
水

が
出
て
い
て
、
石
神
井
城
址
も
あ
っ

て
森
と
池
の
少
し
神
秘
的
は
所
で
す
。

現
在
は
、
石
神
井
も
住
宅
地
と
し

て
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
が
、
私
の

暮
ら
し
た
辺
り
は
農
家
の
後
継
ぎ
が

そ
の
ま
ま
暮
ら
し
て
い
て
、
今
で
も

昔
の
面
影
は
あ
り
ま
す
。

東
大
和
市
に
来
て
五
十
年
近
く
経

過
し
ま
し
た
が
、

時
々
「
昔
の
仲
間
は
ど
う
し
て
い
る

か
な
？
」
と
懐
か
し
く
思
え
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。

桜
が
丘
Ｃ
班

井
口
一
男

石神井公園三宝寺池

練馬大根

私
の
ふ
る
さ
と
（
福
島
県
）

奈
良
橋
Ｂ
班

松
本
芳
久

四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
会
津
盆
地
、

磐
梯
山
を
父
、
猪
苗
代
湖
を
母
と
思
い
、

飯
盛
山
の
桜
花
、
鶴
ヶ
城
跡
の
秋
の
草

と
校
歌
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
自
然
豊
か

な
環
境
の
中
で
、
「
什
の
掟
」
（
な
ら

ぬ
も
の
は
な
ら
ぬ
も
の
で
す
）
を
守
り

育
ち
ま
し
た
。
歴
史
あ
る
城
下
町
、
会

津
若
松
市
が
私
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

年
間
を
通
じ
て
様
々
な
行
事
が
行
わ

れ
ま
す
。
新
年
十
日
市
に
始
ま
り
歳
の

神
、
彼
岸
獅
子
と
盆
踊
り
、
お
ひ
い
ち
、

会
津
ま
つ
り
等
、
城
下
町
な
ら
で
は
の

歳
時
記
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の

中
で
「
お
ひ
い
ち
」
と
は
、
夏
に
各
町

内
に
神
や
仏
が
祭
ら
れ
て
あ
り
、
連
日

ど
こ
か
で
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
村
の

鎮
守
様
の
祭
り
の
よ
う
な
も
の
で
、
会

津
で
は
「
お
ひ
い
ち
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
私
の
町
内
は
８
月
４
日
で
子
供
山

車
が
出
ま
す
。
各
児
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
ハ

ッ
ピ
に
身
を
ま
と
い
「
ヤ
ッ
コ
・
ヤ
レ

・
ヤ
ー
レ
」
の
掛
け
声
を
得
意
に
な
っ

て
大
声
を
張
り
上
げ
町
内
を
練
り
歩
き

ま
わ
っ
た
も
の
で
し
た
。
ご
褒
美
に
も

ら
え
る
菓
子
袋
が
う
れ
し
か
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

武
道
も
盛
ん
で
、
私
は
高
校
の
部
活

で
弓
道
を
選
び
、
鶴
ヶ
城
北
出
丸
に

あ
る
武
徳
殿
の
隣
に
あ
る
道
場
で
日

々
精
進
し
て
お
り
ま
し
た
。
夏
休
み

に
入
る
と
す
ぐ
に
合
宿
が
行
わ
れ
て
、

男
子
校
で
し
た
の
で
食
事
の
支
度
な

ど
皆
が
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
中
で

の
こ
と
が
楽
し
く
想
い
出
と
な
っ
て

い
ま
す
。

十
七
年
間
会
津
で
の
生
活
で
し
た

が
、
上
京
し
大
学
・
社
会
人
生
活
の

間
弓
道
か
ら
離
れ
て
い
ま
し
た
が
現

在
は
弓
道
に
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝

し
、
楽
し
み
な
が
ら
弓
を
引
い
て
お

り
ま
す
。
帰
省
す
る
ご
と
に
磐
梯
山

が
「
お
か
え
り
」
と
声
を
か
け
て
く

れ
る
様
で
、
ふ
る
さ
と
と
は
有
り
難

き
も
の
で
す
。

猪苗代湖から望む磐梯山

し

じ
ゅ
う

だ
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つ
け
木
受
け
取
り
メ
モ

・
場
所
：
用
水
北
緑
地

・
設
置
日
：
平
成
６
年
３
月
31
日

昔
、
新
青
梅
街
道
の
南
側
に
は
茶
畑

が
あ
り
、
お
茶
摘
み
の
頃
に
は
、
子
供

た
ち
は
茶
摘
み
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

お
小
遣
い
を
稼
い
だ
そ
う
で
す
。

子
供
た
ち
は
お
茶
を
摘
ん
で
は
畑
の

持
ち
主
に
持
っ
て
い
き
、
マ
ッ
チ
の
代

わ
り
に
火
を
付
け
る
と
き
に
使
う
「
つ

け
木
」
と
い
う
端
に
硫
黄
の
ぬ
っ
て
あ

る
木
片
に
日
付
と
お
茶
の
目
方
と
手
間

賃
を
書
い
た
受
け
取
り
の
メ
モ
を
も
ら

い
ま
し
た
。

（
東
大
和
よ
も
や
ま
ば
な
し

よ
り
）

市
内
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
訪
問

つけ木受け取りメモ

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
山
口
県
美
祢
市

で
す
。
実
家
は
小
さ
な
村
で
す
が
、
近

く
に
は
、
海
あ
り
、
山
あ
り
、
温
泉
あ

り
で
、
自
然
と
歴
史
名
跡
の
数
々
に
恵

ま
れ
た
す
ば
ら
し
い
所
で
す
。

名
跡
と
い
え
ば
、
初
代
内
閣
総
理
大

臣
伊
藤
博
文
の
生
誕
地
「
萩
」
に
は
松

下
村
塾
が
あ
り
、
ま
た
、
国
定
公
園
の

カ
ル
ス
ト
台
地
「
秋
吉
台
と
鍾
乳
洞
」

は
、
遠
足
の
コ
ー
ス
で
し
た
。

食
べ
も
の
で
は
、
下
関
の
ふ
ぐ
、
青

海
島
仙
崎
の
か
ま
ぼ
こ
、
竹
輪
は
、
私

の
大
好
物
で
す
。

下
関
と
い
え
ば
「
ふ
ぐ
」
で
す
が
、

「
ク
ジ
ラ
の
町
下
関
」
と
し
て
も
歴
史

は
古
く
今
も
伝
え
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

文
学
面
で
は
詩
人
の
金
子
み
す
ゞ
、
小

説
家
の
林
芙
美
子
の
生
誕
地
で
も
あ
り
、

ま
た
明
治
維
新
の
実
現
に
活
躍
し
た
高

杉
晋
作
の
眠
る｢

東
行
庵｣

も
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
私
の
小
学
校
時
代
の
お
話
に

な
り
ま
す
が
、
農
繁
期
に
な
り
ま
す
と

学
校
で
は
田
植
え
休
み
、
稲
刈
り
に
な

り
ま
す
。
家
族
皆
ん
な
で
農
作
業
を
し

た
こ
と
は
覚
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
実

家
の
近
く
山
の
上
に
、
「
水
神
の
滝
」

と
い
う
水
が
涸
れ
る
こ
と
な
く
現
在
も

流
れ
て
い
る
滝
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
冷

私
の
ふ
る
さ
と
（
山
口
県
）

た
い
水
を
利
用
し
て
数
十
年
前
に
近

所
の
お
母
さ
ん
達
が
集
ま
り
「
そ
う

め
ん
流
し
」
を
始
め
ま
し
た
。
毎
年

新
し
い
青
竹
を
通
っ
て
滝
の
水
に
流

さ
れ
冷
た
い
そ
う
め
ん
が
、
喉
を
潤

し
ま
す
。
当
初
頑
張
っ
た
お
母
さ
ん

達
の
姿
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
が
、
娘
、

孫
に
引
き
継
が
れ
毎
年
夏
休
み
は
賑

わ
っ
て
お
り
ま
す
。
私
も
今
は
孫
に

手
を
引
か
れ
山
を
登
り
ふ
る
さ
と
の

味
を
懐
か
し
ん
で
お
り
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
に
上
京
以
来
風
景

は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と
へ

の
郷
愁
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

昔
テ
レ
ビ
で
流
れ
た
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
で
す
。

「
お
い
で
ま
せ

山
口
へ
」

清
原
Ａ
班

竹
村
美
佐
子

秋吉台 カルスト台地秋芳洞 百枚皿
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私
の
生
ま
れ
育
っ
た
所
は
愛
知
県
の

三
河
で
す
。
海
が
あ
り
、
み
か
ん
の
産

地
で
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
は
、
夏
休
み

に
行
っ
た
母
の
実
家
の
飛
騨
高
山
で
の

事
で
す
。
裕
福
で
は
な
か
っ
た
我
が
家

で
は
、
お
下
が
り
が
当
た
り
前
で
し
た

が
こ
の
時
だ
け
は
新
し
い
服
を
買
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

当
時
は
蒸
気
機
関
車
が
走
っ
て
い
て
、

ト
ン
ネ
ル
を
汽
車
が
通
る
た
び
に
窓
を

開
け
た
り
閉
め
た
り
忙
し
か
っ
た
。
駅

か
ら
更
に
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
に
乗
り
ま

す
。母

の
実
家
は
農
家
で
す
。
納
屋
に
は

牛
が
い
ま
し
た
。
畑
に
は
な
す
や
き
ゅ

う
り
、
ト
マ
ト
な
ど
が
植
え
ら
れ
、
祖

母
に
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
も
い
で
お
い

で
」
と
畑
へ
取
り
に
行
っ
た
事
も
あ
り

ま
す
。
家
の
横
に
水
路
が
あ
り
、
そ
こ

は
ス
イ
カ
や
ト
マ
ト
な
ど
を
冷
や
す
天

然
冷
蔵
庫
で
し
た
。
家
の
中
央
に
は
い

ろ
り
が
あ
り
、
鍋
か
ら
い
い
匂
い
が
し

て
い
ま
す
。
姉
と
小
川
ま
で
行
き
、
川

の
浅
い
所
を
石
で
せ
き
止
め
水
遊
び
を

し
て
遊
び
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
は
お
手
伝
い
で
風
呂
の
水

く
み
と
風
呂
焚
き
で
す
。
風
呂
は
軒
下

私
の
ふ
る
さ
と
（
愛
知
県
）

に
あ
り
、
下
の
水
路
か
ら
何
度
も
バ

ケ
ツ
で
水
を
汲
み
運
び
そ
し
て
薪
で

焚
き
ま
す
。
お
風
呂
に
入
り
な
が
ら

満
天
の
星
空
を
見
て
幸
せ
な
気
持
ち

に
な
っ
た
も
の
で
す
。

怖
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
山
の

天
気
は
変
わ
り
や
す
く
、
夕
立
に
よ

く
降
ら
れ
ま
し
た
。
ピ
カ
ピ
カ
ゴ
ロ

ゴ
ロ
と
周
り
が
急
に
暗
く
な
り
大
粒

の
雨
が
降
り
始
め
、
慌
て
て
家
の
中

に
駆
け
込
み
雨
が
止
む
の
を
待
ち
ま

し
た
。
あ
と
祖
父
の
お
酒
の
一
升
瓶

の
焼
酎
に
漬
け
込
ま
れ
た
マ
ム
シ
を

見
た
と
き
の
驚
き
は
飛
び
あ
が
る
ほ

ど
で
し
た
。
叔
父
、
叔
母
が
「
美
味

し
い
か
ら
た
べ
て
ご
ら
ん
」
と
い
う

蜂
の
子
も
ど
う
し
て
も
食
べ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
夜
寝
る
時
は
二
階
の

屋
根
裏
部
屋
へ
行
き
ま
す
。
外
の
様

子
を
見
よ
う
と
カ
ー
テ
ン
を
開
け
た

ら
、
窓
ガ
ラ
ス
に
蛾
や
ら
虫
や
ら
が

び
っ
し
り
と
張
り
付
い
て
い
る
の
を

見
て
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
今
は
祖

父
母
も
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
三
河

と
飛
騨
高
山
は
今
も
心
の
ふ
る
さ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
手
作
り
絵
本
で
す
）

桜
が
丘
Ａ
班

桑
原

妙
子

手つくり絵本 こころのふるさと ふるさとの祖父母

へ
び
の
ス
テ
ッ
キ

・
場
所
：
南
街
５
丁
目
栄
公
園

・
設
置
日
：
平
成
６
年
３
月
31
日

第
二
次
世
界
大
戦
の
頃
の
こ
と
で
す
。

現
在
の
玉
川
上
水
駅
付
近
は
、
雑
木
林

が
続
く
少
年
た
ち
の
遊
び
場
で
、
そ
こ

に
は
、
縞
蛇
（
し
ま
へ
び
）
や
青
大
将

（
あ
お
だ
い
し
ょ
う
）
、
地
も
ぐ
り
が

た
く
さ
ん
い
た
そ
う
で
す
。

当
時
、
地
方
か
ら
日
立
航
空
機
に
動

員
さ
れ
た
青
年
の
中
に
、
へ
び
取
り
器

を
使
っ
て
へ
び
を
捕
ま
え
る
の
が
上
手

な
人
が
い
ま
し
た
。

（
東
大
和
よ
も
や
ま
ば
な
し

よ
り
）

へびのステッキ
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会員の作品紹介

写真（２）

題 名：記録、コロナ禍の夏休み

撮影日：2020.08.11
場 所：南公園内 市民プールにて

第５地区 桜が丘Ｂ班 矢村 勇

写真（１）

題 名：羽化幽玄

撮影日：2020.08.11
場 所：南公園内にて

今
回
は
、
市
内
５
駅
の
駐
輪
場
周
辺

で
駐
輪
指
導
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

仕
事
の
内
容
は
、
駅
駐
輪
場
以
外
に

自
転
車
・
原
付
バ
イ
ク
を
放
置
し
な
い

よ
う
指
導
す
る
こ
と
で
す
。
駅
周
辺
に

は
放
置
禁
止
区
域
が
決
め
ら
れ
て
い
て

そ
こ
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
放
置
さ
れ
て

い
る
車
両
に
は
警
告
シ
ー
ル
を
貼
り
ま

す
。班

員
は
全
22
名
で
、
班
長
・
副
班
長

・
各
実
施
場
所
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
・
メ

ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
駅

の
担
当
人
員
と
実
施
時
間
は
、
東
大
和

市
駅
が
計
８
名
で
午
前
８
時
～
11
時
が

２
名
、
午
後
１
時
～
４
時
が
２
名
で
１

週
間
ご
と
の
交
代
制
、
同
様
に
玉
川
上

水
駅
・
上
北
台
駅
が
４
名
で
午
前
の
み

の
２
名
、
武
蔵
大
和
駅
が
４
名
で
午
前

職
場
訪
問

の
２
名
、
武
蔵
大
和
駅
が
４
名
で
午
前

１
名
、
午
後
１
名
、
桜
街
道
駅
が
２
名

で
午
前
の
み
の
１
名
で
す
。
作
業
手
順

等
は
【
手
引
書
】
が
、
班
員
や
安
全
管

理
委
員
会
に
よ
り
作
成
さ
れ
、
標
準
化

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

就
業
時
の
大
変
な
こ
と
は
、
夏
の
暑

さ
や
雨
降
り
で
、
他
に
は
桜
街
道
駅
は

公
衆
ト
イ
レ
が
な
い
こ
と
な
ど
で
す
。

ま
た
、
放
置
自
転
車
は
歩
道
の
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
上
や
商
店
前
に
多
く
、
発
見
時

の
注
意
の
仕
方
等
、
ト
ラ
ブ
ル
回
避
に

も
神
経
を
遣
い
ま
す
。
２
か
月
に
１
回

の
班
役
員
会
議
で
は
、
班
長
・
副
班
長

・
リ
ー
ダ
ー
が
集
ま
り
、
現
場
の
状
況

を
共
有
し
、
改
善
の
機
会
を
設
け
て
い

ま
す
。

ま
た
、
年
に
２
回
ほ
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
、
担
当
区
域
の
ゴ
ミ
清

掃
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
市
民
か
ら

「
ゴ
ミ
ま
で
掃
除
し
て
く
れ
ご
苦
労
様

で
す
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
今

後
も
駅
周
辺
を
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き

る
よ
う
、
整
理
・
美
化
に
務
め
て
行
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

『
駅
頭
駐
輪
指
導
班
』

自転車に貼った警告シール

巡回中の様子
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入
会
説
明
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
０
４
２―

５
６
５―

０
５
３
１

就
業
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み

電
話
ま
た
は
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
、
事
前
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申し込み期限は、各月第２火曜日までです。電話042-565-0531

センターの今後の予定

月 日 曜 日 時 間 内 容

10

14 水 9：00 入会説明会

19 月 配分金振込

20 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

21 水 9：00 入会申込日

29 木 9：00 定例理事会

30 金 10：00 新入会員研修会

11

11 水 9：00 入会説明会

17 火 配分金振込

17 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

18 水 9：00 入会申込日

26 木 9：00 定例理事会

27 金 10：00 新入会員研修会

12

9 水 9：00 入会説明会

15 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

16 水 9：00 入会申込日

17 木 配分金振込

25 金 9：00 定例理事会

28 月 10：00 新入会員研修会

就業相談日 相談時間帯

2020年10月20日(火) 2021年2月16日(火) ①14：00
②14：30
③15：00
④15：30
⑤16：00
各時間1名

11月17日(火) 3月16日(火)

12月15日(火) -

2021年1月19日(火) -

※今後、新型コロナウイルス感染症の影響に
より予定を変更する場合があります。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
防
止
の
た
め
、
今
年
は
セ
ン

タ
ー
の
各
種
行
事
・
会
議
が
中

止
に
な
り
ま
し
た
。
広
報
委
員

会
も
取
材
活
動
が
出
来
ず
、
７

月
の
「
け
や
き
１
３
４
号
」
の

発
行
を
中
止
し
ま
し
た
。
７
月

よ
り
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
制
約
と
10
月
発
行

ま
で
の
時
間
的
制
約
の
中
で
、

取
材
と
編
集
作
業
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
楽
し

ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
す
。 編

集
後
記

会
員
の
皆
様
の
作
品
・
投
稿

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

写
真
・
絵
画
・
紀
行
文
・
川

柳
・
私
の
ふ
る
さ
と
の
投
稿
等
、

何
で
も
結
構
で
す
。

作
品
は
４
０
０
字
×
２
枚
以

内(

写
真
１
～
２
枚)

で
、
郵
送
、

持
参
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の
書
式
で
電
子
デ
ー
タ

で
の
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
投

稿
作
品
に
は
、
謝
礼
を
差
し
上

げ
ま
す
。
皆
様
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
作
品
・
投
稿
募
集


